
◎移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の推進に関する法律の一

部を改正する法律 
（平成三〇年一二月一四日法律第九八号）（参）   

一、 提案理由（平成三〇年一二月八日・参議院本会議） 

○石田昌宏君 ただいま議題となりました三法律案のうち、まずは厚生労働委員長提出

の二法律案につきまして、その提案の趣旨及び内容の概要を御説明申し上げます。 

 まず、移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の推進に関する法律の一部を改正する法

律案について申し上げます。 

 造血幹細胞移植法は、白血病等の治療法である骨髄移植や臍帯血移植に用いるための

骨髄や臍帯血などの適切な提供を推進する目的で、平成二十四年に参議院の厚生労働委

員会提出の議員立法により成立した法律であります。 

 しかしながら、昨年、経営破綻した臍帯血プライベートバンクから流出した臍帯血が

販売業者等により提供され、造血幹細胞移植用と称して医療機関において使用されると

いう事案が発覚いたしました。現行法では、移植に用いる臍帯血の提供について採取、

保存、引渡し等を一貫して行う事業者のみが公的臍帯血バンクの許可制の対象であり、

これらの各行為を別々に行う事業者や、造血幹細胞移植に適しない臍帯血を造血幹細胞

移植用と称して取引する事業者は想定されていません。 

 このままでは、公的臍帯血バンクについて許可制を取り、造血幹細胞移植への臍帯血

の適切な提供を確保しようとする法律の目的を阻害しかねず、これらの課題に早急に対

応するための法改正が必要であります。 

 以下、本法律案の概要につきまして御説明申し上げます。 

 第一に、公的臍帯血バンクでなければ、業として、移植に用いる臍帯血の採取、保存、

引渡し等をしてはならないこととしております。 

 第二に、何人も、業として、人の臍帯血を造血幹細胞移植に用いることができるもの

として、引き渡してはならないこととし、また、何人も、業として、これにより禁止さ

れる人の臍帯血の引渡しを受けてはならないこととしております。 

 第三に、これらの禁止規定に違反した者に対しては、三年以下の懲役又は三百万円以

下の罰金を科すこととしております。 

 なお、この法律は、公布の日から起算して三月を経過した日から施行することとして

おります。 

……………（略）…………… 

 以上が、両法律案の提案の趣旨及び内容の概要であります。 

 なお、両法律案は厚生労働委員会において全会一致をもって委員会提出の法律案とす

ることに決定したものであります。 

 何とぞ速やかに御可決あらんことをお願い申し上げます。 

……………（略）…………… 



 以上、御報告申し上げます。 

二、 衆議院厚生労働委員長報告（平成三〇年一二月一〇日） 

○冨岡勉君 ただいま議題となりました両案について、厚生労働委員会における審査の

経過及び結果を御報告申し上げます。 

 まず、移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の推進に関する法律の一部を改正する法

律案について申し上げます。 

 本案は、造血幹細胞移植に用いられる臍帯血の提供について臍帯血供給事業者以外の

者による不適切な事案が生じている状況に鑑み、移植に用いる臍帯血の適切な提供の推

進を図るため、臍帯血供給事業者が移植に用いる臍帯血について行う場合等を除き、移

植に用いる臍帯血の採取、保存、引渡し等及び造血幹細胞移植に用いることができるも

のとしての臍帯血の取引を業として行うことを禁止しようとするものであります。 

 本案は、参議院提出に係るもので、去る十二月八日本委員会に付託され、本日、石田

参議院厚生労働委員長から提案理由の説明を聴取し、採決の結果、本案は全会一致をも

って原案のとおり可決すべきものと議決した次第であります。 

……………（略）…………… 

 以上、御報告申し上げます。 

 （注） 参議院においては、委員会の審査は省略された。 


